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考察
A. CH4

B. CO2 C.残渣（XRD, D2 PHASER, Brukerによる分析）

研究背景と研究対象地
千葉県東部に位置する山武地区では、江戸時代から挿し木在来品種であるサンブスギが生
産されてきた。

図1 サンブスギの特徴

山武地区は降雨量が少ない地域であることから・・・
❶直通完満な淡紅色スギ品種であるサンブスギの年輪は密となる。

❷油分が多く含まれており建材だけでなく舟材として利用。

チャアナタケモドキ（白色腐朽菌の一種）

▼
非赤枯性溝腐病

▼
サンブスギ林の80%以上が感染

①感染部が材の中央付近

②価値が著しく低下
③森林管理はされている
④材としての価値が低い
⑤市場には出回らない
⑥林地残材として放置

現在

研究方法の検討
サンブスギは非赤枯性溝腐病が蔓延したことによって、材の価値が著しく低下している。林地
残材からチャアナタケモドキは胞子を放出しているため、林地残材があることは『悪循環』を
招く。ここから付加価値を見出す研究計画を検討した（図2参照）。

図2 研究方法の検討

実験①林地残材の熱分解によるガス化
A.熱分解実験

以前、「ハイドロタルサイト(HT)を添加することで効率的な熱分解およびガス化が可能で
ある」と報告した。本研究では、組成の異なるHTを添加し、影響よ効果の違いについて検
証した。HTは陰イオン交換能を持つ層状のアルミニウム・マグネシウム水酸化物複合体で
ある。

試料には、サンブスギチップ（山武市）20gにHT（SETOLA製, KW-1000, KW-2000）
を所定量添加した。熱分解の実験条件を表2に示す。

図3 ハイドロタルサイトの模式図

物質名
KW-

1000

KW-

2000

Al2O3 19.3% 33.4%

MgO 35.1% 61.0%

表1 HTの構成比

条件 試料 添加量

I Cedar ー

II Cedar + HT (KW-1000) 10g

III Cedar + HT (KW-1000) 2g

IV Cedar + HT (KW-1000) 1g

V Cedar + HT (KW-2000) 10g

VI Cedar + HT (KW-2000) 2g

VII Cedar + HT (KW-2000) 1g

VIII Cedar + NaOH 10g

IX Cedar + Sea Sand 10g

表2 実験条件

熱分解実験結果
熱分解後、回収したガスをガスクロマトグラフ装置（Shimadzu, GC-2014）を用いて定性・定量分析
した（図5、図6参照）。

図5 CH4生成量 図6 CO2生成量

組成の異なるハイドロタルサイトであるKW-1000、KW-2000を添加したが、ともにガス
の生成量を増加させる傾向にある。

触媒効果によってガスが増加すると推察

KW-1000では、加水分解反応が、KW-2000ではアルカリによる分解反応が促進されたことで、ガ
ス生成量に影響が出たと推察する。

KW-1000 <
塩基性

KW-2000

高い分解能

高温条件下で層間水を放出

❶５００℃までに3回の放出

❷最後が450℃付近

NaOHよりもガス生成量が増加

使用したハイドロタルサイトは海
水を原料として製造されている

排出量はゼロと解釈

ハイドロタルサイト

含まれている炭酸も海水由来

焼成した
KW-1000

層間水がある

KW-2000

層間水がない
層間水が熱分解の際

に放出されて波形に
変化があったと推察。

層間水がすでにないため

波形変化が緩やかである
推察（KW-1000よりも
強い）

KW-2000はKW-1000を焼成して、層間水が抜けた状態に

なっているため、KW-1000ほどの影響を受けなかったものと
推察できる（構造として強い）。

図4 実験装置図

【熱分解実験手順】

管状炉反応器に試料を入れ
る（図4参照）。60分間窒素
を充填して窒素置換を行っ
た。次に窒素置換後、5℃/
分で500℃まで昇温させ、

熱分解した。熱分解終了後、
自然冷却し、残渣、生成ガス
をそれぞれ回収して分析し
た。
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B.端材の抽出液による大腸菌耐性実験
チャアナタケモドキをサンブスギの抽出物で駆逐することであるが、サンブスギ端材の抽出物の大腸菌
への影響を調べた。サンブスギ端材約20gと純水１００mLを試料とし、マイクロ波蒸留装置
(μReactor EX)を用いて減圧しながら120℃で約50分蒸留して成分を抽出した(図7参照)。

条件２で阻止円を確認することができた。また、シャーレ全体的に大腸菌の色を示す赤色が薄くなって

いた。以上からサンブスギの端材抽出物には大腸菌に対する抗菌効果があると示唆した。

図7 マイクロ波水蒸気蒸留装置 

【抗菌効果の実験手順】

①デスオキシコレート培地(極東製薬工業)9gに純
水200mLに加え、培地が完全に溶解するまで湯
浴で温める。
②溶解した培地が45-50°Cになったらクリーンベ
ンチ内で培地を作成する。

③生理食塩水に白金耳で採取した大腸菌を溶かし
入れ、白濁しているかを確認し培地に広げる。
④ペーパーディスク(ADVANTEC抗生物質検定
用)に抽出溶液と純水をそれぞれ浸す。
⑤4日後、耐性に関して阻止円の形成を確認する。

⑥抗生物質検定用に抽出溶液と純水をそれぞれ浸
す。

条件I

純粋+大腸菌

条件II

サンブスギ抽出液+大腸菌

図8 培地実験の条件 図9 条件Iの結果 条件IIの結果

C. 大都市近郊という利点の観光資源
生物多様性・自然保全や土砂災害の防止などの他に健康増進、レクリエーションなど森林が担う役割は
多岐にわたっている。そのなかでもレクリエーションに目を向けて観光客が定着するように仕掛ける。
Case1：普段山道を歩き慣れていない観光客でも安全に楽しめるように遊歩道を作る。また。作成した

模型のように遊歩道上にベンチなどを設置することで地元の方にとっても悪いの場となるようにして
いきたい。
Case2：サンブスギ林の現状を知ってもらい。考えてもらうきっかけ作りとして、遊歩道を活用したツ
アーのモデルコースの作成・提案をする。ゴルフ場や野球場などの地域に密着しているサンブスギ林な
らではのコースや、サンブスギ林の景色や香りを楽しめるコースなど複数考えている。

Case3：サンブスギ林を通して人と人が緊がれる空間として「サンブの森会館」のような体験型のイベン
トなどを実施する場をつくる。
Case4：どんな人でもサンブスギ林の現状を報告できるシステムを整える。
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